
KAGAMI  Vol 5 No 1, Mei 2014                                                                      Jurnal Pendidikan Bahasa Jepang 

54 

 

文 長 点 打 方 関係 
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Abstrak  

Penempatan koma dalam kalimat dari segi kepentingannya adalah jenis C (～ dll), diikuti jenis B 

(～ dll), lalu jenis A (～ dll). Salah satu standar bagi penempatan koma adalah melihat 

struktur kalimat. Dengan cara ini kecenderungan penggunaan koma dapat terlihat meski tidak semua 

kalimat. Maka panjang kalimat dapat dipertimbangkan. Pada penelitian ini, 100 orang Jepang diminta 

untuk menempatkan koma dalam kalimat. Hasilnya menunjukkan adanya korelasi antara jumlah koma 

dengan panjang kalimat. Hasil penghitungan jumlah koma (y) dengan panjangnya kalimat (y) adalah

＝0.040 0.716. Kesimpulan penelitian ini adalah semakin panjang kalimat maka semakin 

banyak jumlah koma. 

 

Kata kunci : cara penempatan koma, struktur kalimat, panjang kalimat, jumlah koma, jumlah  

     huruf 

 

 

 日本語 点 打 方 簡 見え 実際 日本語 文章 書 適 点

打 容 い 日本語 点 打 方 実 多様 あ

日本語 特性 思  

 以前 文 造 見 点 打 方 調査 結 従属度 い従属節 後

点 打 や 従属度 高い従属節 後 点 打 い

不 男 1974 類 従う B類 C類 点 打 や A類

後 点 打 い  

文 造 判断 点 打 箇所 決 確実 あ 文 造

文 長 点 打 箇所 定  

青空文庫 所蔵 い 芥川龍之 作品 析 結 A類 あ 点 打

B類 あ 点 打 い例 見 例え  
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 (1) 弟子 僧 時々気 毒 う 顔 供 禿 頭 見  

                                A類 

  云 鼻  

 (2) 所 鼻 踏 思うやう 首 動 い 鼻  

             B類  

本研究 行研究 踏 え 日本人 実際 う 箇所 点 打 傾向 あ

探 現代日本語 文章 点 打 方 い 特 文 長 面 考察

 

 

点 関 研究 

文 造 関 点 打 方 研究 岩畑 1999 林 2004 山 2005

あ 岩畑 1999 林 2004 立性 い従属節 後 点

打 や い いう 山 2005 岩畑 1999 林 2004 見解 一致 い

1974 理論 使用 い 点 相違 あ  

1974 文 造 理論  

A類 動作 様子 連用形反復 連用形 動作

様子：形容詞 形容動詞 等 成要素 範 限 い  

B 類 起 並列的 動作 状態 逆接 ノ ノ

タ モ 原因 理 連用形 意味 同

イ 等 成要素 範 類 広 次

類 い  

C 類 等 成要素 範 広い  

山 2005 岩畑 1999 林 2004 見解 一致 い 点 B類 ～

等 C類 ～ 等 後 点 打 や A類 ～ 等 後 点 打

い 従い属句 2 以 あ 複難 文 場合 C類 従属度 い従属句 後

点 打 や 次 必要 応 B類 選 打 点 打 方 番 いう

C類→B類→A類 あ いう 析 あ  



KAGAMI  Vol 5 No 1, Mei 2014                                                                      Jurnal Pendidikan Bahasa Jepang 

56 

 

う 造面 考え 実 点使用 実態 明 い面 あ

例え C類―B類―A類 文 あ C類 後 点 打 B類 後 点

打 い 人 い 日本人 ほ C類 後 点 打 C類―B

類―A類 文 山 2005 理論 いう C類―B類 タ ン あ C

類―A類 タ ン 可能 あ 林 2004 山 2005 深 調査

い 思う 点 打 方 文 造 文 長 密接 関 い

部 あ 考え  

一方 点 文 長 見 点 研究 少 い 本研究 岩畑 2004 参考

岩畑 2004 点使用 可否 文 長 間 相関関係 あ

通常 文 短い場合 従属節 主節 間 点 打 い 点

充 理解 あ 文 長 従属節 主節 間 打 点

役 立 文 造 理解 助 いう  

 

3 研究 目的 

本研究 目的 点 打 方 文 長 間 関連 あ う 日本人 点

打 点数 文 長 間 規則性 あ う 調査 あ  

 

4 研究方法 

アン 回答者 学生：50人 社会人：50人 19歳 60歳 日本人

対象 調査 2011 6月 実施 アン 芥川龍之 書い 青空文

庫 蜘蛛 糸 使用 点 打 い い 46 文章 自 点 打

 

本研究 エ 析 関係 強 表 相関係数 い 析  

 

5 研究 結  

相関係数 r 2 数値 文字数 点数 関係 フ 表現

あ 相関係数 r -1 1 間 値 フ 右斜 相関係 プ

目 値 大 右斜 相関係 イ 目 値

少  
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相関係数 プ 値 目 値 大 ほ 目 値

大 いう関係 成 立  

100人 日本人 対象 アン 結 点数 文 長 測定 フ 記入

記 う 散 点数 ＝0.0416 0.7617

いう計算式 表 0.0416及 0.7617 記 散 元

エ 計算 結 判明 数字 あ  

読点数 文 長さ

y = 0.0416x - 0.7617

R
2
 = 0.7273

-1

0

1

2

3

4

5

0 20 40 60 80 100 120

文 長さ

読
点
数

 

1  点数 文 長  

明： 

文中 文字数 点数 計算式 

＝0.0416 0.7617    

＝  

＝ 点数          

＝0.0416 

＝文 長      

＝0.7617 

100人 タ 参考 記 計算式 見 75％ 文 当 次

タ 文中 文字数 点数 関係 調 あ  
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表 文字数 読点数

文 文字数 読点数 平均文字数

文 37 1 19
文 67 3 17
文 18 0 0
文 54 1 27
文 45 1 23
文 68 2 23
文 49 2 16
文 50 1 25
文 49 1 25
文 47 2 16
文 64 1 32
文 43 1 22
文 85 3 21
文 56 2 28
文 59 1 30
文 57 2 29
文 15 0 0
文 23 0 0
文 43 1 22
文 24 0 0
文 47 1 24
文 57 2 19
文 41 1 21
文 49 1 25
文 51 2 17
文 50 1 25
文 55 3 28
文 35 0 0
文 35 1 18
文 84 2 28
文 57 1 29
文 47 1 24
文 64 2 21
文 17 0 0
文 41 1 21
文 10 0 0
文 45 1 23
文 14 0 0
文 57 1 29
文 52 1 26
文 96 4 19
文 88 2 29
文 27 0 0
文 75 3 19
文 21 0 0

平均数 48.82608696 1.260869565 18.22222222

点数：アン 回答者 最 多 回答 数 表  

  

記 計算式 使 以 文 点数 調  

47文字中 点数 ＝0.0416 0.7617 0.0416×47 0.7617＝1.1873

四捨五入 点数 あ  

記 例文 47文字 あ ほ 日本人 箇所 点 打 考え  

(3) 期末試験 来週 迫っ い 分 っ いた 菓子を食べ らテレビを見 いた

母 怒ら た  
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1箇所 点 打 あ う 以前調査 結 C類

打 判明 例文 場合 ほ 回答者 接

助詞 後 点 打  

(4) 期末試験 来週 迫っ い 分 っ いた 菓子を食べ らテレビを見 いた

母 怒ら た  

 

表 2 例文 1 読点使用 ターン 

タ ン 点使用 タ ン 不 男 1974

類 類 類

合計

1 点 ― 1

1.25％
2 接 助詞 35

43.75％
3 接 助詞 2

2.5％
4 接 助詞 34

42.5％
5 接 助詞 主語 3

3.75％
6 接 助詞 1

1.25％
7 接 助詞 主語 2

2.5％
8 時 接

助詞
主語 副詞 1

1.25％

9 接 助
詞

主語 主題 1

1.25％
 

2 42文字中 点数 ＝0.0416 0.7617 0.0416×42―0.7617＝0.9828 四捨五

入 点数 あ  

記 例文 42 文字 あ ほ 日本人 箇所 点 打 考え  

(5) こ レストラン 禁煙 タ コ 禁止し い 彼 タ コを吸い ら食事をし い

た   

 

例文 場合 ほ 回答者 接 助詞 後 点 打  

  (6) ン 禁煙 タ コ 禁 い 彼 タ コ 吸い  

      食 い  
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表 3 例文 2 読点使用 ターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 48文字中 点数 ＝0.0416 0.7617 0.0416X48―0.7617＝1.2282 四捨

五入 点数 あ  

記 例文 48文字 あ ほ 日本人 箇所 点 打 言え  

(7) 携帯電話 話 運転 危 い 知 い 緊急 連絡

方 電話 出   

例文 場合 ほ 回答者 接 詞 後 点 打  

(8) 携帯電話 話 運転 危 い 知 い 緊急 連絡

方 電話 出  

 

 

 

 

 

 

1  読点 ― 2(2.5%)

2 B 1(1.25%)

3 C 37(46.25%)

4 主題 3(3.75%)

5 25(31.25%)

6 主題 1(1.25%)

7 2(2.5%)

8 主題 主題 1(1.25%)

10 3(3.75%)

11 主題 主題 2(2.5%)

12 主題 1(1.25%)

9 主題 1(1.25%)

パタ ン 読点使用 パタ ン 南不 男 1974

類 類 類
合計
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表４ 例文 3 読点使用 ターン 

1 点 ― . %)
 

2 47(58.75%)

3 主題 1(1.25%)

4 あぶ い 引用
前

引用 前
3(3.75%)

5 . %

6 手法 手法
2(2.5%)

7 主題
%

8 手法 手法 主題
1(1.25%)

1(1.25%)

10 手法
引用

手法 主題 引用
1(1.25%)

タ ン 点使用 タ ン

9 引用 引用

不 男 1974

類 類 類
合計

 

 記 表 見 文 長 及 文 造 点 決 言え あ う  

 

5  

点数 文 長 間 関連性 あ 文中 文字数 点数 間 ほ

日本人 点 打 方 計算式 ＝0.0416 0.7617 当

 

表 1 見 均文字数 18 あ 18文字 後 点 打 や い 言え

計算式 文中 文字数 対 点数 以 通  

 

文字数 読点数 

10～29 0 

30～53 1 
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54～78 2 

79～102 3 

103～126 4 

 

 点数 文 長 間 関連性 あ 文中 文字数 点数 間 ほ

日本人 点 打 方 計算式 ＝0.041 0.728 当

 

以 計算式 当 い例文 見 接 助詞 後 点 打 傾向

あ 主題 後や接 的 表現 後 点 打 傾向 見

文 長 不十 あ 日本人 点 決 文 造

文 長 決 考え  

点 研究 従来 表記 問題点 筆者 研究 文 造や文

長 視点 加え 総合的 文 研究 考え い

点 研究 点使用 基準 探 う 表記 研究 話 言

葉 視点 加え 新 い文研究 方向性 示 あ  

後 回 研究 踏 え 作家 作品や雑誌や新聞 一般的 日本人 文章 対象

点 打 方 析 傾向 探 い  

 

参考文献  

石黒圭 (2007 文章表現 技術 I 表現 表記編― 明治書院 

岩淵悦太郎 編著者 1960 悪文 第 版 東京：日本評論者 107 115 

岩畑貴弘 1999 造 見 日本語 点 中央学院大学入門 自然論 第 10号 

55 73 

＿＿＿＿ 2004 点 使用 決定要素 い  造 長 人文研究

154  

岡崎洋 1996 日本語 点 文法性 い 成 8 度日本語教育学会春季大会予

稿集 日本語教育学会 55 60 

泰央 2005 句 点 い 群馬高専 ビュ  24 57-63  

 



KAGAMI  Vol 5 No 1, Mei 2014                                                                      Jurnal Pendidikan Bahasa Jepang 

63 

 

林伊智郎 (2004) 初級日本語 点 打 方 い 拓殖大学日本語紀要

14 69-77  

 ________ 2006 文型 点 関係 い 拓殖大学

日本語紀要  拓殖大学国際部 83 89 

佐藤政  (2000) 日本語 点 い ―規則 再検討― 明治大学教養論集 331 号

1 18. 

姫本一 1980 文章表現 点 打 方 適 指 富山大学国語教

育 5 富山大学国語教育学会 11-23 

広 栄太郎 (1959) 用字 技術 東京堂 

深瀬明子 2004 点 打 方 個人差 生 い 要因 い 山形大学日本

語教育論集 6山形大学教育学部日本語教育研究室 45-63 

本多勝一 1988 点 統辞論 日本語 ン い 文 考察 大人類学 19

3   京都大学人類学研究会 48 67  

山万治 2001 日本語革命 点 いう 方 文芸社  

章 1963 日本語 文 出版 

不 男 (1974) 現代日本語 文 造 大修館書店 

森山卓郎 2010 学生 文章 句 点― 学校 う 作文― 京都教育大学国文

学 会誌 36  

文部省教科書局調査課国語調査室 1946 符號 使 方：句讀法 案 文部省 

山 佳也 (2005) 文論 句 法 ン 打 方私案 十文字学園女子大学短期大学

部研究紀要第 36集 1 10 

Yuniarsih (2010) 現代日本語 点 研究 Kagami Jurnal Pendidikan dan Bahasa 

Jepang Vol. 1 No.1 Jurusan Pendidikan Bahasa Jepang Fakultas Bahasa dan Seni 

Universitas Negeri Jakarta 

 

 

 


